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【手続補正書】
【提出日】平成29年4月28日(2017.4.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも１１個のスプロケット（１、２、３、４、５、６、７、８、９、１０、１１
）を備えた、自転車の後輪（５７）のスプロケットアセンブリ（１６）において、
　当該スプロケットアセンブリ（１６）が、４６ミリメートル以下の全体の軸方向寸法を
有し、
　当該スプロケットアセンブリ（１６）の両端のスプロケット（１、１１）の間の距離で
ある、当該スプロケットアセンブリ（１６）の前記両端のスプロケットにおける外側に向
いた面（１ａ、１１ａ）の間の距離（Ｍ）が、４０．５ミリメートル以下であり、
　前記自転車の後輪（５７）のハブ（２０）のフリーホイール・ボディ（２２）に形成さ
れる前記スプロケット（１、２、３、４、５、６、７、８、９、１０、１１）との係合部
が３９ｍｍ以下の長さ（Ｎ）であり、
　前記両端のスプロケットにおける外側に向いた面（１ａ、１１ａ）の間の距離（Ｍ）よ
りも、前記フリーホイール・ボディ（２２）に形成される前記スプロケット（１、２、３
、４、５、６、７、８、９、１０、１１）との係合部が小さい長さ（Ｎ）を有することを
特徴とするスプロケットアセンブリ（１６）。
【請求項２】
　請求項１において、前記スプロケット（１、２、３、４、５、６、７、８、９、１０、
１１）が所定の位置にあり、離間しているスプロケットアセンブリ（１６）。
【請求項３】
　請求項１または２において、最小の直径を有するスプロケット（１１）が１１または１
２個の歯を有し、最大の直径を有するスプロケット（１）が２３～２７個の歯数を有する
スプロケットアセンブリ（１６）。
【請求項４】
　請求項３において、
　各々１１、１２、１３、１４、１５、１６、１７、１８、１９、２１、２３個の歯を有
するスプロケットによる第１の組合せ、
　各々１１、１２、１３、１４、１５、１６、１７、１９、２１、２３、２５個の歯を有
するスプロケットによる第２の組合せ、
　各々１１、１２、１３、１４、１５、１７、１９、２１、２３、２５、２７個の歯を有
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するスプロケットによる第３の組合せ、
　各々１２、１３、１４、１５、１６、１７、１８、１９、２１、２３、２５個の歯を有
するスプロケットによる第４の組合せ、および
　各々１２、１３、１４、１５、１６、１７、１９、２１、２３、２５、２７個の歯を有
するスプロケットによる第５の組合せ、
　から選択される１１個のスプロケット（１、２、３、４、５、６、７、８、９、１０、
１１）の組合せを有するスプロケットアセンブリ（１６）。
【請求項５】
　請求項３において、
　各々１１、１２、１３、１４、１５、１６、１７、１８、１９、２０、２１、２３個の
歯を有するスプロケットによる第１の組合せ、
　各々１１、１２、１３、１４、１５、１６、１７、１８、１９、２１、２３、２５個の
歯を有するスプロケットによる第２の組合せ、
　各々１１、１２、１３、１４、１５、１７、１８、１９、２１、２３、２５、２７個の
歯を有するスプロケットによる第３の組合せ、
　各々１２、１３、１４、１５、１６、１７、１８、１９、２０、２１、２３、２５個の
歯を有するスプロケットによる第４の組合せ、および
　各々１２、１３、１４、１５、１６、１７、１８、１９、２１、２３、２５、２７個の
歯を有するスプロケットによる第５の組合せ、
　から選択される１２個のスプロケットの組合せを有するスプロケットアセンブリ（１６
）。
【請求項６】
　請求項１～５のいずれか一項において、前記スプロケット（１、２、３、４、５、６、
７、８、９、１０、１１）の最大の厚さ（Ｏ）が、自転車のチェーン（１５）との係合部
において１．７ミリメートル以下であるスプロケットアセンブリ（１６）。
【請求項７】
　請求項６において、前記スプロケット（１、２、３、４、５、６、７、８、９、１０、
１１）の前記最大の厚さ（Ｏ）が、１．６ミリメートル以下であるスプロケットアセンブ
リ（１６）。
【請求項８】
　請求項１～７のいずれか一項において、前記スプロケットアセンブリ（１６）の２つの
連続するスプロケット間の距離（Ｐ）が全て、前記少なくとも１１個のスプロケットのい
ずれのスプロケットの前記厚さ（Ｏ）よりも大きいスプロケットアセンブリ（１６）。
【請求項９】
　請求項１～８のいずれか一項において、２つの連続するスプロケット間の前記距離（Ｐ
）が、２．２ミリメートル以下であるスプロケットアセンブリ（１６）。
【請求項１０】
　請求項１～８のいずれか一項において、最小の直径を有するスプロケットが、最大の直
径を有するスプロケットより大きい離間距離（Ｐ’、Ｐ”）で配置されているスプロケッ
トアセンブリ（１６）。
【請求項１１】
　請求項１０において、最小の直径を有するスプロケット（９、１０、１１）が、２．５
ミリメートル以下の距離（Ｐ’、Ｐ”）で離間しているスプロケットアセンブリ（１６）
。
【請求項１２】
　請求項１～４のいずれか一項において、少なくとも６個の連続するスプロケットが、少
なくとも１つの隣接するスプロケットの歯数と１つ異なる歯数を有しているスプロケット
アセンブリ（１６）。
【請求項１３】
　請求項１２において、前記連続するスプロケットの数が少なくとも７個であるスプロケ
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ットアセンブリ（１６）。
【請求項１４】
　請求項１３において、前記連続するスプロケットの数が少なくとも８個であるスプロケ
ットアセンブリ（１６）。
【請求項１５】
　請求項１４において、前記連続するスプロケットの数が少なくとも９個であるスプロケ
ットアセンブリ（１６）。
【請求項１６】
　請求項１２～１５のいずれか一項において、前記少なくとも６個のスプロケットのうち
の１つが、１８個の歯を有しているスプロケットアセンブリ（１６）。
【請求項１７】
　請求項１～１６のいずれか一項において、前記各スプロケットにおけるチェーンとの係
合部を有する左右の面のうち直径が小さい方の面と、隣接するスプロケットのチェーンと
の係合部との間の寸法である、前記スプロケットアセンブリ（１６）の２つの連続するス
プロケット間の距離（Ｐ）が、前記少なくとも１１個のスプロケットのいずれのスプロケ
ットの厚さ（Ｏ）よりも大きいスプロケットアセンブリ（１６）。
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